


■「回遊性」の向上をメインのテーマとして、チャレンジした作品。にぎわい、アクティビティに関しては、ビジュア
ルを含めて、多くの提案が行われている点を高く評価。一方、「土浦」という街を振り返った場合、ベースとなる「環境」
の提案がなければ、地に足のついた未来へのビジョンとしては、マイナスポイントとなる。今後の一層の研鑽を期待
する。

■各エリアの特徴を捉えた新たな都市空間が描き出されている。また、それらをつなぐ街路ネットワークとモビリティ
の提案があり、全体が緩やかに統合された内容。生活・アクティビティの提案と、それを支える建築物・構築物のそ
れのバランスも良い。高い高架車道を低い高架歩道にして沿道を活性化する提案はユニークだが、グランドレベルへ
の影響が若干懸念される。

■新しい都市空間のあり方を提案するパース図が好感を持てた。川口ショッピングモールの新しい使い方がユニークで
面白い。コリをほぐすツボを戦略的に提案する新しい計画論を感じる。

■高架道路と 505 を一体的に解いていこうという視点等、対象地のストックをたくみに読み取り新しいデザインをほ
どこした点や土木と建築の融合が意識されている点を高く評価。施設の配置にも工夫が感じられる内容。
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■課題解決のプロジェクトを雫と見立てて、魅力的な場がじわじわ広がり混ざりあうことでまちが形成されるという考え
方が面白い。滲彩（シェンツァイ）は「地元への愛着がにじみ、市民・観光客のにぎわいが土浦を彩る」という意味だ
と説明があるとおり、イメージ全体に心を豊かにしてもらうおもてなしが感じられる。

■亀城公園周辺の歴史資源を活用する上で、サービス対象を外国人居住者や外国人観光客にまで向けるという視点が良い。

■中央一丁目にネウボラを作るという考えは市の取組と合致している。また、ネウボラのほか、障害者、高齢者が増加し
ていくことを踏まえ、まちなかにインクルーシブスポーツパークを作るという提案は、まちに温もりが生まれることが
期待できる。

■プロジェクトを上げて終わるのではなく、マネジメントについても考えられている。
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